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1．はじめに
　本稿はアフリカ諸国憲法研究（1）（短紀17号掲載）のうち，「英植民地憲
法（統治法）とその変化」の項をさらに掘り下げて研究をすすめたものの
報告である．アフリカ英連邦諸国の憲法研究には，植民地憲法の推移と性
格の研究は欠かすことのできないものである．それは植民地憲法→独立憲
法→最初の共和制憲法→現行憲法体制という共通した憲法史の中に植民地
憲法の原理と法形式が継受されて今日に至っているからである．本稿で
ほ，西アフリカのガーナ，ナイジェリア，シエラレオンと東アフリカのウ
2ガソダ，ケニア，タンザニアの六地区の植民地憲法についてだけ報告し南
部アフリカその他については，一次回にゆずることにした．
2．　植民統治の方式と植民地憲法
　各国のアフリカ植民統治の方式には，直接統治（direct　rule）または同
化政策（Assimilation）と，間接統治（indirect　rule）と，さらに家父長
的制度（die　patriarchalische　Regierung）とがあった．直接統治はフラン
スとポルトガルによって採用され，家父長的制度はベルギーと，ドイツに
ょって行われた．
　間接統治は，イギリスのとった制度である1）．イギリスは，この政策を
アフリカだけではなく，他の植民地でも採用した．それは，ヨーロッパと
他の植民地の文化がまったく相違することを認めたうえで，直接の統治は
その事情を理解する原住民にまかせて，植民地当局は，これを後見あるい
は指導するにとどまった．このやり方は経済効率からいっても，実利主義
的なイギリスに適したものであった2）：
　具体的に，間接統治では統治の最終責任者は地域政府および本国政府の
官吏であるが，日常のことは，ネイティーブ・オーソリティ　（native　au－
thority）として，法的に認められた伝統的支配者によって，おさめられて
いた．この方式をとるには，その地域に原住民指導組織が存在することを
必要とした．たとえばインドでは，インドに存在していた伝統的藩王国が
間接統治に十分活用されたのである．ところが，アフリカでは直接統治を
まかせるほどの王国とおぼしきものは，あまりなかった．かろうじて，ウ
ガンダにブガンダ，ブンヨロ，トロ，アンコールという四つの王国と，ガ
ーナにアシャンティ王国が存在した程度である．このうち，イギリスはブ
ガンダと協定を結んで植民統治を行った．アシャンティは，むしろイギリ
スに敵対することが多く，数少い直接統治の例となった．したがって，ほ
とんどの場合，アフリカのネイティーブ・オーソリティは，つくられたも
のであった．
3　この間接統治は，法律的には植民相（the　Secretary　of　State　for　the
Colonies）の報告にもとついて，議会が承認をして，国王の名で制定され
るOrder　in　Council（勅令）によって行われていた4）．これらの命令の
中で，とくに統治の基本になるものを憲法（Colonial　Constitution）と呼
んだ．憲法といっても，それらはあくまでも植民地統治法なのであるか
ら，近代国家の憲法原理からみた憲法とは異質なものである．その内容
は，植民地を支配する総督（governor－general）と立法審議会（Legislative
Council）と行政審議会（Executive　Council）の構成と役割に関するもの
であった5）．本稿は，主としてこのような植民地憲法の推移について考察
したものである．
註1）例外として，ラゴス・カドウナとガー一一ナのアシャンティは直接統治であっ
　　　た．前者はヨTロ．’Yパ人のつくった首都であり後者は反抗のたえない地域で
　　　あった．
　　2）西川潤「アフリカの非植民地化」（1971年）206頁．
　　3）宍戸寛編「アフリカのナショナリズムの発展H」アジア経済研究所（1963
　　　年）31，55頁．
　　4）植民地諸法の定義及び効力は，The　Cglonial　Law　Validity　Act，！865に
　　『よって定められた．
　　5）　これらの憲法は，1個の単独法の場合もあり，いくつかの法令の総称の場合
　　　もある．たとえば，ゴールド・コーストの1925年にグッギスバーグ（Guggis・
　　　berg）憲法と呼ばれたものは，行政審議会を構成するためのRoyal　Instru－
　　　ctionsと立法審議会を規定するThe　Gold　Cotist　Coloney（Legislative
　　　Counci1）Order　in　C・uncilの総称である．第二次大戦後はこれらをまとめ
　　　て，たとえばThe　Sierra　Leone（Constitution）Order　in　Council，1960
　　　などとしている．
3．　植民地憲法の変遷と性格
　アフリカにおけるイギリスの植民政策については，植民地になってか
ら，独立に至るまで，制度的改善という観点から，いくつかの段階に分け
られる．それは要するに，植民政策を遂行するために設けられた立法審議
会や行政審議会などの政治機関に，徐々にアフリカ人の参加を増加させて
4いった植民地憲法の改正過程からみた区分である三）．
　それによると，第一段階は総督と立法審議会及び行政審議会とが設置さ
れる．立法審議会は一部民間人（白人，場合によっては部族長）から総督
による指名議員が参加するが，ほとんどはイギリス植民省の現地官吏であ
る．行政審議会は総督と植民地政府の官吏のみで構成される．この時期は
完全な総督統治時代である．第二段階では，立法審議会に民間人の参加が
さらに増加するが，行政審議会にも民間人が加わるようになる．民間人の
参加が飛躍的に増加するのは第三段階で，政党の力が強くなる時期であ
る．その背景には民族主義運動が活発に展開される．第二段階までの参加
民間人は，きわめて少い例外をのぞいて，ほとんど非アフリカ人である
が，第三段階に入るとアフリカ人の立法審議会議員が増加する．第四段階
では3ないし4名の職権官吏議員のほかは，選挙による政党議員で立法審
議会が構成される．行政審議会も3ないし4名の職権官吏のほかは，立法
審議会で多数を占めた政党または二つ以上の政党から閣僚がでて，閣僚会
議（Council　of　Ministers）　t／こ変っていく．第五段階では，立法審議会は
全議員が普通選挙によって選出されるのが原則となり，行政機関は，原住
民の政党人によって完全に運営されるようになり，行政権の実権は総督か
ら首相（Prime　Minister）または大統領（President）にうつる．この段
階は独立憲法の段階である．
　これらの各段階は，各植民地のそれぞれの事情に応じて時期的に大きな
ズレがあり，またいくつかの段階をとおりこして，独立していった国もあ
る．西アフリカ地域は比較的典型的に発展段階を追うことができるが，白
人支配の強かった東・南部アフリカ地域の植民地では，第二次大戦終了ま
では，審議会にアフリカ人が参加することがなかったから，時期的には，
西アフリカ地区とくらべて変則的である2）．
註1）この段階のわけ方はSir　Arther　Bensonがロンドンタイムス（lndepend・
　　ence　Coloney，　London　Times，1959，11．30）で論じたもので，これを西野
　　照太郎「アフリカ読本」時事新書，1960年，18～19頁から引用した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
2）　ケニアの植民地憲法史について，別の観点から5段階に分ける場合があ
　る．後述ケニアの項を参照．
4．　西アフリカにおける植民地憲法の発展
　（1）一般的問題
　西アフリカのイギリス植民地としては，ガンビア，シエラ・レオン，ガ
ーナ，ナイジェリアがあった．西アフリカ植民地は，白人の定植者がなか
ったために，人種差別によるトラブルは比較的少なかったかわりに，奴隷
貿易時代から続くトライバリズムに悩まされた．ここでは，ブラックアフ
リカでもっとも早く独立したガーナ，トライバリズムのために連邦制国家
となったナイジェリア及びリベリアやセネガルの影響を受けながら，解放
奴隷によって特異の政治的発展をしたシエラ・レオンの植民地憲法につい
て考察する．
　②　ガ　ー　ナ
　ガーナ（独立まえはゴールド・コースト）に植民地支配の政治体制がし
かれたのは，1821年にシエラ・レオンにあるイギリス植民地政庁の下にお
かれたときである．立法審議会が設置されたのは1850年である．そして，
1888年にはじめてのアフリカ人非官吏議員が任命され，その後，1916年ま
でに非官吏議員は9名となった．その内訳は，ヨーロッパ人，首長（Para・
mount　chief）及びその他のアフリカ人それぞれ3名となっていた．
　1925年に公布されたグッギスバーグ（Guggisburg）憲法Dでは，都市の
直接選挙，地方の間接選挙が採用され，立法審議会は16名の官吏議員，総
督の指名する3名のほか，11名の選出議員で構成された．
　ガーナが，このようにすでに第二次大戦以前に立法審議会にアフリカ人
代表を，しかも選挙によって送りこむことができたのは，アシャンティの
強力なイギリス政庁に対する抵抗があったからだとされている2）．
　ガーナで現実の問題として，独立運動が活発化し，その運動を意識しな
がら植民地当局が植民地憲法に手を加えようとしたのは，第二次大戦後で
6あると考えられる．第二次大戦直後の1946年にバーンズ（Burns）憲法が
制定された．この憲法のもとで，立法審議会は選挙による議員と民間任命
議員が多数を占め，政党の影響力が強くなったが（もっともエンクルマの
登場は1947年にUGCCの書記長にえらばれてからである），植民地憲法の
発展段階からいえば，それは第三段階であった．その後，1951年にコウジ
（Coussey）憲法が成立し，この憲法が修正をかさねて1957年の独立憲法に
むすびついている．
　バーンズ憲法は，当時「熱帯アフリカで，もっとも民主的な憲法」と評
された3）．　しかし，この憲法が定めた立法審議会の構成をみると，当時の
民族主義独立運動を反映した要素は少なく，支配勢力である首長層の政治
参加を主としたもので4），単に植民地内の暴動を鎮静させるための性格が
強く・その観点からすれば，㌔utmoded　at　birth”の憲法と評された5）．
　しかし・UGCC（United　Gold　Coast　Convention　Party）から，　CPP
（Convention　People’s　Party）に至るアフリカナショナリズムによる政党
の植民地解放運動には，そのような憲法改正の程度では無力であり，1948
年には，復員兵士によるアクラの暴動が起った．そこで植民地政府当局
は～コウジー委員会（Coussey　Committee）を発足させ6），1951年に一段
とアフリカ人参加を拡大する憲法を成立させた．だからこの憲法では，一
層積極的に立法，行政両審議会にアフリカ人が参加するようになった．ま
ず・審議会を立法議会（Legistative　Assembly）に改め，近代議会制の国
会に近づけた．またこれまでは，総督の諮問機関的性格をもっていた行政
審議会を実質的な行政機関としての内閣（Cabinet－Council　of　Ministers）
に改組した7）．そして，翌1952年に首相（Prime　Minister）の官職を創設
して，多数党の党首が首相にえらばれることとした．
　1954年には，コウジー憲法のもとで首相となったエンクルマ首相が，さ
らに①全アフリカ人内閣を確立する．②直接普通選挙を実施するというこ
とを植民地当局に要求して，コウジー憲法を修正した8）．1956年5月11日
に，イギリス政府は，総選挙後の新議会で正当な多数によるコモンウエル
7ス内での独立をきめる動機があれば，これを承認し，独立の日程を宣言す
る用意がある，と声明した．1956年6月7日に総選挙が行われ，CPPが
議席の3分の2を占めた．新議会は独立の動議を可決し，1956年9月18日
にイギリス議会の提案にしたがい，政府は1957年3月6日に，ゴールド・
コーストは，ガーナとして独立することになる意向を表明した9）．こうし
て，ガーナは独立憲法を目前とするに至ったのである10）．
註1）　前出註5参照
　　2）　このほかに，西部海岸に住むファンティ族の死命を制する「土地法案」が
　　　1896年立法審議会に提案されたとき，「原住民利益擁護協会」を設立して，
　　　反対運動が展開され，ついに法案を不成立におわらせたことも大きな要因と
　　　される．この協会は「アフリカ人の議会」と呼ばれたが，構造は封建的な首
　　　長層によっていたから，大衆的な独立運動につながるものではなかった．前
　　　掲「発展H」293頁．
　　3）　朝日新聞調査研究室編「新興アフリカー独立への歩みと悩み一」上巻，地
　　　域編（1961年）78頁．
　　4）　このときの改正は，The　Gold　Coast　Coloney　and　Ashanti（Legislative
　　　Council）Order　in　Councilを，1946年7月3日に改正したものである．こ
　　　の改正による立法審議会の議席31名の内訳は次の通りであった．
　　　　①総督，②政府代表6名（植民地省長官，検事総長，財務長官，高等弁務
　　　官3名），＠指名民間人6名（イギリス人のみ），④選出民間人18名（アフリ
　　　カ入）．この選出アフリカ入18名の内訳をみると，首長（chief）で構成され
　　　る合同州評議会（The　Joint　Pr・vincial　Council）が選出するコロニー代表
　　　9名，同じく首長で構成されているアシャソティ連盟評議会（The　Ashanti
　　　Confederency　Council）カミ選出するアシャンティ代表4名，そして都市代
　　　表5名は，直接選挙でえらばれる．
　　5）　T。0．Elias，　Ghana　and　Sierra　Leone－The　Development　of　their　Laws
　　　and　Constitutions，1962，　P．40。
　　6）　コウジー委員会は，裁判官であるCoussey氏が議長となって，全員アフ
　　　リカ人の委員会である．この委員会はもともと，同年にアフリカ人が政治の
　　　主要な役割を担当するように行政機構を再編すべきであるというワトソン委
　　　員会といわれる調査委員会の提案を研究するために設けられたものである．
　　7）　立法審議会84名の内訳は次の通りであった．政府代表3名（植民省長官，
　　　財務長官，検事総長），特別メンバー6名（外国人の利益代表），アフリカ人
　　　代表75名であった．このアフリカ人代表の内訳をみるとコロニーから4名，
8　アシャンティから1名を単記直接選挙でえらぶ5名の都市代表，コPニー，
　アシャンティの選挙団体からえらばれる33名の農村代表，特別な選挙団体か
　らえらばれる19名のアフリカ人代表及びコロニー，アシャンティ，南部トー
　ゴランドの各最高首長たちで構成する首長会議が首長もしくは一般人の中か
　らえらぶ18名の代表などから成り立っている．内閣の構成は，総督，植民長
　官，財務長官，検事総長（以上英国人），アブリカ人大臣は首相以下8名で
　構成する．
8）　T．O．　Elias．　op．　cit．，　p．42－3．
9）　Constitutions　of　African　States，　Voi，1，1971，　p．426．
10）　なお，LRubin　and　P．　Murrey，　The　Constitution　and　Government　of
　Ghana，2nd　ed．，1964；F．　A．　R．　Bennion，　The　Constitutional　Law　of
　Ghana，1962．など参照．
　（3）ナイジェリア
　ナイジェリアでは，第一段階の立法審議会の設置は1914年である．つづ
いて，1921年にクリフォード（Clifford）憲法のときナイジェリア国民民
主党（Naigerian　National　Democratic　Party）が誕生して，立法審議会
に10名のアフリカ人が参加して第二段階に入った1）．
　ナイジェリアでも第二次大戦終了直後に，あらたな植民地憲法の制定が
行われた．1946年に公布され，1947年1月1日に発効したリチャード
（Richards）憲法がそれである2）．この憲法はガーナのバーンズ憲法とほぼ
同じ頃に制定され，バーンズ憲法と同様に中央の立法審議会に多くのアフ
リカ人が参加するようになった．しかし，同時にその選出方法もまたバー
ソズ憲法と同様に一般大衆を無視し，部族長の代表や総督の任命した議員
に限られていた3）．
　リチャード憲法の民衆から遊離した選出方法については激しい批判がお
こり，ことに，民族主義政党のNCNC（National　Council　of　Nigeria
and　the　Cameroons）は全国的に反対運動を展開した4〕．この憲法にはも
う一つの問題があった．それは部族問題（Tribalism）である．ナイジェ
リアは部族の対立がきびしく，中央政府を創設するのが困難であったか
ら，リチャード憲法は，地方を北・西・東の三つの地域に分け，それぞれ
9代表者会議（Regional　Council）をつくって，そこにアフリカ人の多数の
参加を認めて地方部族の権益を保護する自治に配慮をはらった5）．けれど
もこれら地方議会には立法権はなく，中央の立法審議会が地方問題を審議
する際に，助言をする機関でしかなかったところから，この憲法には部族
間からも大きな不満が生じた6）．
　1951年に制定されたマクファーソソ（Macpherson）憲法は，』リチャー
ド憲法がアフリカ人の意思を無視してつくられたという不満にこたえて，
意見をきくための集会を開き7），その結果をまとめてつくられたものであ
るが，性格的には中央集権的統一制の憲法であったため，かえって部族の
対立をまねく結果となった8）．そこで植民地相のオリヴァー・リットルト
ン（Oliver　Lyttelton）は，地域的自主性を大幅に認めるように憲法の改
正をはかり，連邦制の基礎を確立させたリットルトソ（Lyttelton）憲法を
制定した．そしてこれが，独立憲法の下地となり，いくつかの修正を経て
独立憲法に結びついた9）．
　ナイジェリアの植民地憲法は，つねに部族問題になやまされながら変遷
してきたのであるが，1957年のガーナ独立は大きな刺激となり，1957年か
ら1958年にかけて，数度の憲法会議が開かれ，独立への道が拓けて，1960
年に連邦制の独立憲法を制定したのである．
・1）宍戸寛編「アフリカのナショナリズムの発展」アジア経済研究所J1962
　　年，35頁．
　2）　The　Nigeria（Legislative　Council）Order　in　Council，1946．
　3）　立法審議会の議員には総督と16名の職権官吏のほかに28名の非官吏議員が
　　参加することになっているが，一般の選挙によるものはわずかに4名で，他
　　の24名は指名議員である．その24名の内訳をみると，4名は首長院（House
　　of　Chiefs）によってそのメンバーから指名，次に5：4：5の比率で北部，
　　西部及び東部の議会（House　of　Assembly）によってそのメソバーから指
　　名，2名は西部議会のメンバーである首長から総督の指名によって，1名は
　　植民地当局と協議の上，総督が指名，そしてのこりの3名は特別な利益を代
　　表して総督が指名することになっている．Nwabueze，　Constitutional　Law
　　of　the　Nigerian　Republic，1964，　p．51．
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　　4）　宍戸編，前掲書，69頁．
　　5）いわゆるregionalismといわれる．ナイジェリアは，北部にハウサ
　　　（Hausa），東部にイボ（lbo）そして西部にヨルバ（Yoruba）の大部族が割
　　　拠しており，つねに対立をしている．この三部族の対立は，イギリスの植民
　　　政策によって作られたものだともいわれる．西川，前掲書，61頁．
　　6）　Nwabueze，　op．　cit．，　p．　52－53；Nigeria（Constitution）Order　in　Council，
　　　1951．
　　7）　宍戸編，前掲書，82頁．
　　8）　この憲法で立法審議会は代議院（House　of　Representatives）と改められ，
　　　職権官吏議員6名，特別利益代表6名のほか，北部州から68名，東部及び西
　　　部州から各34名を州の地方議会から選出した議員で構成した．行政審議会は
　　　大臣会議（the　Central　Council　of　Ministers）となり，6名は政府代表，
　　　12名がアフリカ人で，三州の議会から4名つつえらばれる．Nwabueze，　op．
　　　cit．，　p．57　ff．
　　9）　　ibid．，　p．65　ff．
　〔4）　シエラ・レオン
　シエラ・レオン（Sierra　Leone）は，1791年7月イギリスの特許会社と
なったシエラ・レオン会社の名前がそのまま国名となっているが，この会
社を設立したグランビル・シャープ等によって，この地に解放奴隷がおく
りこまれるようになって，植民開拓が始まったところである1）．
　シエラ・レオン会社による植民地の運営は，8人の議員で構成する審議
会（Council）が統治の任にあたった．その後1人の総督（Governor　Gen－
eral）と2人の議員からなる審議会が統治の任にあたるようになったが，
この総督と審議会の組み合せは，シエラ・レオンだけでなく，イギリス全
植民地の統治方式の基本となったといわれる2）．
　シエラ・レオンは1808年にイギリス政府の直轄植民地（Crown－Coloney）
となり，解放奴隷の入植者も増加した3）．1850年頃から職権官吏のみの審
議会運営に不満がでて，フリータウンの実業界を代表する，アフリカ人を
含む商人協会（1851年発足）の要求などによって，1863年に植民地憲法が
改正され，アフリカ人を含む民間任命議員が立法審議会に加えられるよう
になった．1923年にはこの民間任命議員は5名となり，さらに1924年には
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これにColoney地区からの選出議員3名が加えられた．これら任命議員
のうち3名は保護領の大部族長に限定されていた．
　第二次大戦後，シエラ・レオンでも植民地憲法の改正が何度か行われ，
1951年と1953年の改正では，民間議員も大幅に増加し，前述した植民地憲
法発展の第三段階とみられ，ガーナ憲法の1946年憲法に相当する状況にあ
った4）．1955年から1956年にかけて，保護領内で暴動が発生したが，1957
年には憲法が改正されて，一段と住民参加の憲法へ発展する．この改正に
よって，立法審議会は代議院（House　of　Representatives）に改組され・
議員数は57名でこのうち4名の職権議員と2名の指名議員のほか51名は選
挙によってえらばれる．この51名のうち12名は12のDistrict　Councilから
大部族長（Paramount　chiefs）がえらばれることになっている5）．こうし
て，原住民の参加を増大させながら1960年の独立憲法に結びついていく．
・1）1927年までは，シェラ・レオンには独自の奴隷制が存続していた．1924年
　　　憲法によって奴隷を所有している大部族長が審議会議員に指名されたときに
　　　問題となり曲折を経て，1927年に廃止の法律が制定された．
　　2）　宍戸寛，前掲書，265頁．
　　3）1841年のシェラ・レオンの人口の約半数の20，619人が解放奴隷のアフリカ
　　　人であった．
　　4）憲法とされる文書は，t1951年7月のLetters　Patent，1951年4月9日の
　　　Sierra　Leone　Protectorate　Order　in　Council，1951年4月9日のInstructions
　　　under　the　Royal　Sign　Manual　and　Signet，1953年4月1日のThe　Sierra
　　　Leone（Legislative　Council）Order　in　CounciL　これら法令に定められた
　　　立法審議会議員30名の内訳は職権官吏議員9名，地方議会（District　C・uncil）
　　　と保護領議会（Protect・rate　Assembly）との両方の議員のなかからえらば
　　　れる14名及び普通選挙によって7つの地域からえらばれる7名となってい
　　　る．
　　5）立法審議会を代議院（H・use・f　Representatives）と改組した．総議員57
　　　名の内訳は，職権官吏議員4名，特別指名議員2名のほか51名はアフリカ人
　　　議員である．この51名の内訳は，14名がフリータウソから，25名が保護領の
　　　選挙区から，のこり12名は各地区のParamount　chiefがえらばれる．
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5．東アフリカにおける植民地憲法の発展
　（1）一般的問題
　東アフリカと南アフリカにおけるイギリス領植民地は，西アフリカのそ
れと事情が若干異っていた．それは，これらの植民地には白人入植者（ロ
ーデシアではオランダ人入植者であるアフリカーナ）の権益に関する問題
が深刻であり，また東アフリカではアラブ人やアジア人の問題もあり，西
アフリカにくらべて複雑な人種的事情があったことである．
　イギリス政府は，初期植民地時代には「原住民利益最高の原則」を憲法
の原則としながらも，審議会にアフリカ人代表を参加させることを制限し
てきたのである．ことに東・南部アフリカでは第二次大戦前には一人のア
フリカ人も参加しなかったのである．しかし第二次大戦後の民族主義運動
の激化にともない，アフリカ人の審議会参加を認めるための原則として，
多民族協調政策（Malti－racial　policy）をうちだした．そして，とくに東
南部植民地では，この政策のもとで各人種を平等に選出する人種パリティ
代表制（the　formula　of　racial　parity）を採用した．しかし，もともと人
口的にアフリカ人が圧倒している社会での制度であるから，民族主義運動
の前に崩壊していった．
　次にイギリス政府のとった政策は連邦制である．西アフリカではトライ
バリズムの関係でナイジェリアが連邦国家として独立したが，東・南部ア
フリカでは，いぐつかの植民地を統合した連邦制がうちだされた．たとえ
ばケニア，ウガンダ，タンガニーカ及びザンジバルについて東アフリカ連
邦の憲法制定作業がすすめられ，ニアサランド，北ローデシア及び南ロー
デシアについては，1953年に，アフリカ人の反対を押し切って，ローデシ
アニアサランド連邦につくりかえて，白人支配の体制の維持をはかった．
しかし東アフリカ連邦は構想のまま不成功に終ってそれぞれ独立し，ロー
デシア・ニアサラソド連邦は，1963年に解体して，ニアサランドはマラウ
イ，北ロ　一一デシアはザンビアとして独立し，黒人国となり，いずれも連邦
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制構想は失敗に終ったのである．
　本稿では南部アフリカの分については，次回に報告することにして，東
アフリカ三国のケニア，ウガンダ，タンザニアの植民地憲法について略述
することにする．
　②　ウガンダ
　ウガンダは，イギリスが支配したアフリカ植民地でも数少い王国の存在
したところである．当時ウガンダにはブガンダ（Buganda），トp（Toro），
アンコール（Ankole）及びブンヨロ（Bunyoro）の四つの王国があった。
イギリス政府はこのうちブガンダと協定を結び，直接統治はブガンダの王
（Kabaka）とその議会（Lukiko）にまかせた．そして，1920年にいわゆる
植民地憲法としての立法，行政審議会を設置する勅令を定めた1）．　ウガソ
ダではKabakaやLukikoが事実上アフリカ人のみによって統治してい
たので，第二次大戦終了までは，審議会には一名のアフリカ人も参加しな
かった．しかし，第二次大戦後の1945年，1949年，1950年の各改正毎にア
フリカ人を立法審議会に参加させ，Kabakaがこれを任命することにし
た2）．
　1952年，当時の植民相リットルトソが，東アフリカ連邦の構想をうちだ
したため，ブガンダは硬化した．しかも，イギリス政府はカパカを突然ロ
ンドンに送り，廃位を通告したため，混乱はいっそう激しくなり，ウガン
ダ国民会議（Uganda　National　Congress，　UNC）も復帰運動をはじめた
りしたため，イギリス政府は，調査委員会を設け，その報告にもとつい
て，1955年10月に王位に復帰させた3）．　この間，植民地憲法は改正され，
1953年には立法審議会に大幅にアフリカ人を参加させた．Kabaka復帰後
はブガンダの保守勢力と，民族主義運動とが対立して，東アフリカ諸国の
うちで，白人入植者がきわめて少いにもかかわらず，1962年10月9日によ
うやく独立するに至ったのである．
　・1）Coustitutions　of　African　States，　p．1958．総督が絶対の権限をもち，構
　　　成員は，白人とアジア人だけであった，
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2）1945年には3名，1949年にはさらに1人追加，1950年には8名となった，
　ibid．，　p．1589．
3）　宍戸寛編，前掲書40－42頁．
　（3）ケ　ニ　ア
　ケニアに立法審議会及び行政審議会がつくられたのは，1906年である
が，アフリカ人がこれに参加したのは1944年に立法審議会にE・マツ
（Eluid　Mathu）氏が政府によって指名されたときである．その後1946年
に2名，1948年に4名，1951年に6名と増加していった1）．
　ところが・1952年からおきたマウマウ（Mau　Mau）の叛乱によって，
ケニアは1952年10月から戒厳令がしかれ，憲法的発展は一時停滞した2）．
しかし，ナショナリズム運動はこれによって打撃をうけたけれども，すぐ
に息をふきかえし，マウマウ叛乱の原因となったホワイトハィランドの開
放，普通選挙共通名簿（Common　role）の採用，独立達成の期日の確約
などをかかげて運動を展開した．
　1954年にリットルトン植民地相は，立法審議会にはじめて選挙によるア
フリカ人の参加を認める憲法改正を行い，1957年の4月に総選挙が行わ
れ，8名のアフリカ人議員が選出された3）．それでもアフリカ人の強硬な
姿勢はくずされず，新植民相レノックス・ボイドはさらにアフリカ人の議
員数を増加させるため，立法審議会で互選する各民族4名つつ計12名の特
選議員（Specially　elected　members）を追加したが4），選出された全アフ
リカ議員は審議会に出席することを拒否した．しかし，1959年4月に，翌
年1月新たな憲法制定会議を開くことを約束して審議会に参加した．
　憲法会議（Constitutional　Conference）は，1960年と1962年の2回，ロ
ンドンで開催された5）．第1回会議後の1961年にはコモン・ロール（Com．
mon　role）を採用した選挙が行われた．第2回会議には二つの政党から
代表者が出席し・独立を強く主張した．その結果，1963年9月25日から10
月19日までの間に・独立会議（lndependence　Conference）が開かれ，同
年12月12日に英連邦内で独立することがとりきめられた，
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・1）　ケニアの植民地憲法史を次の5段階に分ける場合がある．①政治機構の確
　　立期（1897－1905），②ヨーロッパ人入植者（Settler）達が実権を握ってい
　　た時期（1905－1923），③各人種の要求（アフリカ人は含まれない一筆者注）
　　が平均化した安定期（1924－1954），④多民族競合時代（アフリカ人の政治
　　参加＝筆者注）（1954－1960），⑤独立直前のアフリカ指導老達の対立時代．
　　Y．P．　Chai　and　McAuslan，　Public　Law　and　Po】itical　Change　in　Iくenya，
　　1970，p．36．
　2）　マウマウ叛乱については，L．　S．　B．　Leakey，　Mau　Mau　and　the　Kikuyu；
　　Corfield，　The　Orig三n　and　Growth　of　Mau　Mau；John　Gunther，　Inside
　　Africa（邦訳；土屋哲「アフリカの内幕」），宍戸編前掲書119頁以下．
　3）　いわゆるリットルトン憲法とよばれる．この憲法で，選挙区をナイロビ市
　　のほか6つの地区に分け．年令．収入，財産に関係なく立候補できるとし
　　た．ただし，立候補者は英語のテストをうけなければならなかった．Chai
　　and　McAuslan，　op．　cit．，　p．65．
　4）　いわゆるレノックス・ボイド（Lennox　Boyd）憲法である．法令はKenya
　　（Constitution）　Order　in　Council，1958．
　5）The　Lancaster　House　Conferencesとよばれる．　Cha量and　McAuslan，
　　op．　cit．，　p．73　f．
　（4）タンザニア
　タンザニアの前身タソガニーカは，第一次大戦前まではドイツの植民地
であったが，大戦中イギリスがこれを占領し，戦後は国際連盟がタンガニ
ーカをイギリスの委任統治とした．
　イギリスは1962年に，ここに立法審議会を設置したが，第二次大戦終了
までは，アフリカ人は1名もこれに参加することがなかった．第二次大戦
直後の1945年1）に憲法を改正して，行政審議会に2名のアフリカ人が加わ
り，その後1947年には3名，1948年には4名と増加していった．1950年代
に入ると民族主義運動が活発となってくるが，イギリスはケニアと同様
に，これを多人種協調政策（Malti－racial　policy）できり抜けようとした．
1952年に憲法改正委員会（the　Constitutional　Development　Commission）
を発足させて，人種パリティ代表制を採用した憲法改正を行った2）．この
制度は31人の官吏議員のほか，30名の民間人を任命するものであったが，
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この30名を白人，アジア人及びアフリカ人均等に割り当てるものであっ
た．しかし，この制度は全人口の98％を占めるアフリカ人にとっては納得
のできないものであり3），かえって，アフリカ人の政治活動を活発にさせ
た．1957年には行政審議会に4名のアフリカ人を加え，立法審議会も増員
の改正をして，1958年から1959年にかけて，初の総選挙を行った．この選
挙の結果，タンガニーカ・アフリカ国民同盟（Tanganyika　African　Na・
tional　Union，　TANU）加盟のアフリカ人がアフリカ人議席の全部を占め
た．イギリス当局はさらに法改正をして，1960年に第2回目の総選挙を行
い，選出議員71名中70名がTANU支持者であった．この選挙後に行政審
議会の制度は廃止され，閣僚協議会（Council　of　Ministers）カミ新設され
て，首相（Chief　Ministers）がこれを主宰することになったので，　TANU
の総裁であるジュリアス・ニエレレが最初の首相となった．翌61年3月と
6月に独立のための会議が開かれ，独立期日は同年12月9日と定められた．
・　1）　立法審議会は15名の官吏議員と非官吏議員（3名Qアジア人を含む）及び
　　　総督，行政審議会は総督，職権官吏3名，5名の指名官吏，6名の非官吏議
　　　員（ヨーロッパ人2名，アジア人2名，アフリカ人2名）で構成された．
　　2）この委員会はマッケンジー（W．J．　Mackenzie）教授を委員長として，ヨ
　　　ーロッパ人，アジア人及びアフリカ人の3人種が非官吏議員で同数の代表を
　　　もつ人種パリティ代表制を採用し，同時に官吏議員が全体の多数を占める立
　　　法審議会を提案した．
　　3）　Constitutions　of　African　States，　Vol．2，　p．1508．
　　4）宍戸編前掲書，p．69　f．
6．　お　わ　り　に
　植民地憲法は，はじめは統治法として立法審議会及び行政審議会によっ
て植民地を支配する根拠法であったが，第二次大戦後の民族主義運動家達
は，かえってこの制度を活用して，アフリカ独立の足がかりとした．そし
てさらに進んで独立憲法にこの制度は幅広く継承され，今日の英連邦アフ
リカ諸国憲法研究にも重要なファクターとなっている．
